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候 と 雪 氷 圏 の 研 究 計 画（CliC）、
IGBP の国際全球大気科学の研究計
画（IGAC）、および関連する北ユー



























備し、この先 10 ～ 15 年の国際協
力の方向付けをすることである。









　2007 年 3 月から 2009 年 3 月ま
でが第 4 回目の国際極年（IPY）と
して位置づけられたが、1 年延長





IPY Legacy という形で IPY 以降
の極域研究の体制構築にも努力が
注 が れ て い る。 上 記 SAON は、
IPY Legacy の一環として形成され
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4  日本における北極域研究体制の現状
　日本の北極域の科学的研究は、








































































































































































































図表 3　国内各研究機関等の比較表 a）ᯏ㑐 ࿾⃿ⅣႺ⎇ⓥಽ㊁ ⎇ⓥ⠪ᢙ D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ラン」（2005 ～ 2009 年）にも関係
した計画が無い。また、第 3 期科




























JAMSTEC と JAXA に配算される
形で実施されている。この委託研究
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